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はじめに  

 

 

まちづくり訪問記とは～民都機構が関与するまちづくりのお話 

 まちづくり訪問記とは、民都機構が関与するまちづくりの現場を訪問し、まちづくりで活躍する方々に 

お話を伺い、まちづくりの知見を「訪問者の視点で」まとめたものです。 

 

訪問者の視点とは～質（スペック）よりも、共感（応援）される特性に着眼 

訪問者（久繁哲之介）の視点とは、質（スペック）よりも、共感（応援）される特性に着眼しています。まちづく

りは、商品づくりに似ています。どちらも質（スペック）の高さを目標に作られ、質の高い商品・まちは多い。し

かし、売れる商品（人が集まるまち）は一部に限られる「独り勝ち現象」が見られます。例えば、スマホという商

品なら、iPhone（世界シェアは約 28％だが、日本市場シェアは約 65%と高い）。まちは東京一極集中。 

そんな中、まちづくり（商品づくり）は今後、質（スペック）よりも、共感（応援）される特性・個性を創るとよいと

考えます。この詳細は巻末の「まちづくり訪問記トリセツ（まちづくり 6 箇条）」をご覧ください。 

 

本書は～紙芝居のように、写真を眺めて楽しめ、さらっと 30 分で読めて役にたつ 

 まちづくりの事例集や書籍は、難しい専門用語や固い表現が連なり「まちづくりは難しい、関心をもちにく

い」という方もいます。そこで本書は、紙芝居のように「写真を眺めるだけでも楽しめ、さらっと読めて役にた

つ」内容に編集しています。構成は事例 8 件、各事例は基本 3 頁に写真７枚程を配置しています。 

 例えば、事例１の冒頭写真。名古屋の名物「鉄板ナポリタン」は、こんな感じ、と分かります。その鉄板ナポリ

タンを食す女性は、事例のタイトル「空き店舗 35 軒を再

生」した主役の一人です。 

空き店舗を 35 軒も再生するのは、かなり難しい。再生

する施設は歌舞伎小屋など、イノベーティブです。35 軒

の空き店舗を貸してもらえる信頼感も素晴らしい。 

なぜ彼女は、このようなイノベーションを実現できたの

か？ 多くの方々と「共感（応援）される・する」関係を築

いているからです。 

 

まちづくりは～女性が活躍しやすい 

まちづくりは、女性が活躍しやすいようです。事例 8 件のうち半分の 4 件は、女性が主役です。彼女たちは

遊休不動産の再生に取り組みつつ、表紙写真（左：円頓寺商店街。右：柳ケ瀬商店街）のような「まちを楽しく

する仕掛け」を併せて実践しています。顧客ニーズがよく分かっているし、顧客と共感（応援）しあう姿勢に感

心します。  

 

それでは「まちづくりで、共感（応援）しあう作法」を探る旅を始めましょう。 
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本誌の内容は、執筆者に属し、同機構または都市研究センターとしての見解ではありません。  

目 次  

－ 2 －




